
(57)【要約】

【課題】ポーリング周期が短縮され電波資源を有効に活

用することができるポーリングシステム及びポーリング

制御方法を提供する。

【解決手段】呼出信号２４，２５を送信する親局２と、

この呼出信号に対し回答信号２６～２８をそれぞれ送信

する２以上の子局３ａ～３ｃとを備え、無線通信回線を

介して親局及び子局間でポーリングを行うポーリングシ

ステム１において、親局は、子局を指定した呼出信号を

ポーリングごとに送信する呼出信号送信手段を有し、子

局は、親局からの呼出信号及び他の子局の終了信号を受

信する受信手段と、呼出信号に基づいて自局を親局に対

し同期させる同期手段と、他の子局の終了信号に基づい

て親局に回答信号を送信する回答信号送信手段とを有す

るように構成される。

【選択図】　　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
呼 出 信 号 を 送 信 す る 親 局 と 、 こ の 呼 出 信 号 に 対 し 回 答 信 号 を そ れ ぞ れ 送 信 す る ２ 以 上 の 子
局 と を 備 え 、 無 線 通 信 回 線 を 介 し て 親 局 及 び 子 局 間 で ポ ー リ ン グ を 行 う ポ ー リ ン グ シ ス テ
ム に お い て 、
親 局 は 、 子 局 を 指 定 し た 呼 出 信 号 を ポ ー リ ン グ ご と に 送 信 す る 呼 出 信 号 送 信 手 段 を 有 し 、
子 局 は 、 親 局 か ら の 呼 出 信 号 及 び 他 の 子 局 の 終 了 信 号 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 呼 出 信 号 に
基 づ い て 自 局 を 親 局 に 対 し 同 期 さ せ る 同 期 手 段 と 、 他 の 子 局 の 終 了 信 号 に 基 づ い て 親 局 に
回 答 信 号 を 送 信 す る 回 答 信 号 送 信 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ポ ー リ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
呼 出 信 号 は 、 回 答 信 号 を 送 信 す る 子 局 の 送 信 順 序 を 示 す 順 序 デ ー タ を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 子 局 の 回 答 信 号 送 信 手 段 は 、 呼 出 信 号 に 基 づ い て 算 出 さ れ る 遅 延 時 間 内 に 他 の 子 局 か
ら の 終 了 信 号 が 受 信 さ れ な い 場 合 に 、 親 局 に 回 答 信 号 を 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ に 記 載 の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
子 局 を 指 定 し た 呼 出 信 号 を ポ ー リ ン グ ご と に 送 信 す る 呼 出 信 号 送 信 ス テ ッ プ と 、 親 局 か ら
の 呼 出 信 号 を 受 信 す る 受 信 ス テ ッ プ と 、 親 局 か ら の 呼 出 信 号 に 基 づ い て 子 局 を 親 局 に 対 し
同 期 さ せ る 同 期 ス テ ッ プ と 、 終 了 信 号 に 基 づ い て 親 局 に 回 答 信 号 を 送 信 す る 回 答 信 号 送 信
ス テ ッ プ か ら な る こ と を 特 徴 と す る ポ ー リ ン グ 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ポ ー リ ン グ シ ス テ ム 及 び ポ ー リ ン グ 制 御 方 法 に 係 り 、 よ り 詳 し く は 、 無 線 通 信
回 線 を 介 し て 親 局 及 び 子 局 間 で ポ ー リ ン グ を 行 う ポ ー リ ン グ シ ス テ ム の 改 良 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 ポ ー リ ン グ と は 、 親 局 と 複 数 の 子 局 と の 間 で 無 線 通 信 回 線 を 介 し て 行 わ れ る デ ー
タ の 送 受 信 の こ と で あ り 、 親 局 か ら 送 信 さ れ た 呼 出 信 号 に 対 し て 各 子 局 が 回 答 信 号 を 返 信
す る も の で あ る 。 通 常 、 各 子 局 に 回 答 返 信 の 機 会 を 均 等 に 与 え る た め 、 子 局 に 対 す る 呼 び
出 し は 、 子 局 ご と に 順 次 に 行 わ れ 、 こ の 様 な 呼 び 出 し が 全 て の 子 局 に 対 し て 周 期 的 に 繰 り
返 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ９ は 、 従 来 の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お け る 呼 び 出 し の タ イ ミ ン グ の 一 例 を 示 し た 説 明 図
で あ る 。 ６ ０ は 親 局 に お い て 送 受 信 さ れ る 信 号 列 を 示 し て お り 、 各 子 局 ６ １ ～ ６ ３ に 対 す
る 呼 び 出 し が 子 局 ご と に 順 次 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
例 え ば 、 親 局 は 、 １ つ の 子 局 ６ １ を 指 定 し た 呼 出 信 号 ６ ４ を 送 信 し 、 指 定 さ れ た 子 局 ６ １
は 、 こ の 呼 出 信 号 ６ ４ を 受 信 す る と 、 一 定 の ブ ラ ン ク 時 間 を お い て 、 親 局 に 回 答 信 号 ６ ５
を 送 信 す る 。 こ こ で 、 ブ ラ ン ク 時 間 と は 、 通 信 回 線 に お け る 信 号 伝 送 の 遅 延 時 間 及 び 送 受
信 の 切 り 替 え 処 理 に 要 す る 時 間 な ど に 基 づ い て 定 め ら れ 、 伝 送 信 号 に 重 複 ま た は 欠 落 が 生
じ る の を 防 ぐ た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
親 局 は 、 子 局 ６ １ か ら の 回 答 信 号 ６ ５ を 受 信 す る と 、 ブ ラ ン ク 時 間 を お い て 、 次 の 子 局 ６
２ を 指 定 し た 呼 出 信 号 ６ ６ を 送 信 す る 。 こ の 呼 出 信 号 ６ ６ に お い て 指 定 さ れ た 子 局 ６ ２ は
、 呼 出 信 号 ６ ６ を 受 信 す る と 、 ブ ラ ン ク 時 間 の 後 、 回 答 信 号 ６ ７ を 返 信 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 様 な 従 来 の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム で は 、 親 局 は 、 呼 出 信 号 を 子 局 ご と に 繰 り 返 し 送 信 し
な け れ ば な ら ず 、 通 信 回 線 な ど の 電 波 資 源 を 浪 費 す る と と も に 、 全 て の 子 局 か ら の 回 答 信
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号 を 得 る た め に 要 す る 時 間 （ ポ ー リ ン グ 周 期 ） が 長 い と い う 問 題 が あ っ た 。 特 に 、 同 期 検
出 が 必 要 な 無 線 通 信 の 場 合 に は 、 同 期 を と る の に 十 分 な 時 間 を 要 す る の で 、 子 局 数 が 多 い
と 全 て の 子 局 か ら 回 答 を 得 る の に 多 大 な 時 間 を 要 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 、 子 局 に 対 す る 呼 び 出 し を 全 て の 子 局 に つ い て 一 斉 に 行 う こ と に よ り 、 ポ ー リ ン グ
周 期 を 短 縮 す る も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 及 び ２ ） 。 図 １ ０ は 、 従 来 の
ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お け る 呼 び 出 し タ イ ミ ン グ の 他 の 例 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。 こ の ポ
ー リ ン グ シ ス テ ム で は 、 親 局 に よ る 呼 び 出 し が 複 数 の 子 局 に 対 し て 一 斉 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
例 え ば 、 親 局 は 、 ２ つ の 子 局 ６ ３ ， ６ １ を 指 定 し た 呼 出 信 号 ７ １ を 送 信 し 、 指 定 さ れ た 各
子 局 ６ ３ ， ６ １ は 、 呼 出 信 号 ７ １ に 基 づ い て 回 答 返 信 の 順 序 を 判 別 し 、 回 答 順 序 か ら 算 出
さ れ る 遅 延 時 間 の 後 に 回 答 信 号 ６ ９ ， ６ ５ を そ れ ぞ れ 送 信 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ こ で は 、 回 答 信 号 ６ ９ ， ６ ５ の デ ー タ 量 、 例 え ば 、 メ ッ セ ー ジ 長 な ど が 子 局 ６ ３ ， ６ １
間 で 一 定 で あ り 、 送 受 信 に 要 す る 時 間 が 予 め 設 定 さ れ て い る も の と し て い る 。 親 局 は 、 子
局 ６ ３ ， ６ １ か ら の 回 答 信 号 ６ ９ ， ６ ５ を 順 次 に 受 信 す る と 、 ブ ラ ン ク 時 間 を お い て 、 次
の 呼 出 信 号 ７ ２ を 他 の 子 局 ６ ２ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ３ ４ ０ ８ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ８ － ２ ７ ３ ０ ８ ８ 号 公 報
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 し た 様 な 従 来 の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム で は 、 呼 出 信 号 か ら 算 出 さ れ る 遅
延 時 間 に 基 づ い て 、 回 答 信 号 の 送 信 が 開 始 さ れ る の で 、 回 答 信 号 の デ ー タ 量 が 子 局 ご と に
異 な る 場 合 に 、 最 大 時 間 を と る た め に 無 駄 な 時 間 を 費 や す ま た は 回 答 送 信 が 子 局 間 で 重 複
し 、 信 号 伝 送 に 衝 突 が 生 じ て し ま う 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 信 号 伝 送 に 衝 突 を 生 じ る こ と な く ポ ー
リ ン グ 周 期 が 短 縮 さ れ 、 電 波 資 源 を 有 効 に 活 用 す る こ と が で き る ポ ー リ ン グ シ ス テ ム 及 び
ポ ー リ ン グ 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ る ポ ー リ ン グ シ ス テ ム は 、 呼 出 信 号 を 送 信 す る 親 局 と 、 こ の 呼 出 信 号 に 対 し 回
答 信 号 を そ れ ぞ れ 送 信 す る ２ 以 上 の 子 局 と を 備 え 、 無 線 通 信 回 線 を 介 し て 親 局 及 び 子 局 間
で ポ ー リ ン グ を 行 う ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お い て 、 親 局 は 、 子 局 を 指 定 し た 呼 出 信 号 を ポ
ー リ ン グ ご と に 送 信 す る 呼 出 信 号 送 信 手 段 を 有 し 、 子 局 は 、 親 局 か ら の 呼 出 信 号 及 び 他 の
子 局 の 終 了 信 号 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 呼 出 信 号 に 基 づ い て 自 局 を 親 局 に 対 し 同 期 さ せ る
同 期 手 段 と 、 他 の 子 局 の 終 了 信 号 に 基 づ い て 親 局 に 回 答 信 号 を 送 信 す る 回 答 信 号 送 信 手 段
と を 有 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 様 な 構 成 に よ れ ば 、 親 局 が 各 子 局 に 対 し て 呼 出 信 号 を 送 信 し 、 各 子 局 が 呼 出 信 号 に よ
っ て 親 局 に 同 期 す る 。 そ の 後 、 子 局 は 自 局 の 前 順 の 子 局 の 終 了 信 号 に 基 づ い て 回 答 信 号 を
順 に 送 信 す る 。 従 っ て 、 回 答 信 号 の デ ー タ 量 が 子 局 ご と に 異 な る 場 合 で あ っ て も 、 回 答 送
信 が 子 局 間 で 重 複 す る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に よ る ポ ー リ ン グ 制 御 方 法 は 、 子 局 を 指 定 し た 呼 出 信 号 を ポ ー リ ン グ ご と に 送 信 す
る 呼 出 信 号 送 信 ス テ ッ プ と 、 親 局 か ら の 呼 出 信 号 を 受 信 す る 受 信 ス テ ッ プ と 、 親 局 か ら の
呼 出 信 号 に 基 づ い て 子 局 を 親 局 に 対 し 同 期 さ せ る 同 期 ス テ ッ プ と 、 終 了 信 号 に 基 づ い て 親
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局 に 回 答 信 号 を 送 信 す る 回 答 信 号 送 信 ス テ ッ プ か ら な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
実 施 の 形 態 １ ．
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る ポ ー リ ン グ シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。 本 実 施 の 形 態 の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム １ は 、 呼 出 信 号 を 送 信 す る 親 局 ２ と 、 こ の 呼 出
信 号 に 対 し 回 答 信 号 を そ れ ぞ れ 送 信 す る ２ 以 上 の 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ と か ら な り 、 無 線 通 信 回
線 を 介 し て 親 局 ２ 及 び 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ 間 で ポ ー リ ン グ を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
親 局 ２ は 、 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ を 指 定 し た 呼 出 信 号 の 送 信 を ポ ー リ ン グ ご と に 行 う と と も に 、
各 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ か ら の 回 答 信 号 を 受 信 し て い る 。 一 方 、 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ は 、 親 局 ２ か ら
の 呼 出 信 号 の 受 信 を 行 う と と も に 、 前 順 の 子 局 か ら の 終 了 信 号 に 基 づ い て 回 答 信 号 の 送 信
を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 、 図 １ の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お け る 親 局 の 構 成 例 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ
の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム １ に お け る 親 局 ２ は 、 入 力 部 ４ 、 ア ド レ ス 記 憶 部 ５ 、 呼 出 制 御 部 ６
、 呼 出 信 号 生 成 部 ７ 、 送 受 信 部 ８ 、 送 受 信 ア ン テ ナ ９ 及 び 回 答 処 理 部 １ ０ に よ り 構 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
入 力 部 ４ は 、 デ ー タ 入 力 の 手 段 で あ り 、 呼 び 出 し を 行 う 各 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ を 指 定 す る た め
の デ ー タ 、 及 び 、 呼 び 出 す 順 序 、 す な わ ち 、 回 答 信 号 を 返 信 さ せ る 順 序 を 指 定 す る た め の
デ ー タ （ 順 序 デ ー タ ） な ど の 入 力 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ア ド レ ス 記 憶 部 ５ は 、 端 末 用 ア ド レ ス の 記 憶 手 段 で あ り 、 自 局 （ 親 局 ） を 指 定 す る 親 局 ア
ド レ ス 、 及 び 、 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ を 指 定 す る 子 局 ア ド レ ス を 記 憶 す る 。 こ れ ら の ア ド レ ス は
、 識 別 用 デ ー タ と し て 予 め 記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
呼 出 制 御 部 ６ は 、 入 力 部 ４ か ら の 入 力 デ ー タ に 基 づ い て 、 ア ド レ ス 記 憶 部 ５ か ら 親 局 ア ド
レ ス 及 び 子 局 ア ド レ ス を 読 み 出 す と と も に 、 呼 出 信 号 生 成 部 ７ に 対 す る 制 御 を 行 っ て い る
。 呼 出 信 号 生 成 部 ７ は 、 呼 出 制 御 部 ６ の 制 御 に よ り 、 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ を 呼 び 出 す た め の 呼
出 信 号 の 生 成 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 呼 出 信 号 に は 、 親 局 ア ド レ ス 、 及 び 、 呼 び 出 す 各 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ に 対 応 す る 子 局 ア ド
レ ス が 一 部 と し て 含 ま れ て い る 。 ま た 、 回 答 を 返 信 す る 順 序 が １ 番 目 で あ る 子 局 ３ ａ ～ ３
ｃ を 示 す デ ー タ を 含 ん で い る 。 呼 出 信 号 生 成 部 ７ に お い て 生 成 さ れ た 呼 出 信 号 は 、 送 受 信
部 ８ へ 出 力 さ れ 、 送 受 信 部 ８ に よ り 所 定 の 変 調 方 式 に 従 っ て 送 受 信 ア ン テ ナ ９ を 介 し 送 信
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
一 方 、 送 受 信 部 ８ に お い て 送 受 信 ア ン テ ナ ９ を 介 し 受 信 さ れ た 回 答 信 号 は 、 順 次 に 回 答 処
理 部 １ ０ へ 出 力 さ れ 、 回 答 処 理 部 １ ０ で は 、 各 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ か ら の 回 答 に 対 す る デ ー タ
処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ３ は 、 図 １ の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お け る 一 子 局 の 構 成 例 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
こ の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム １ に お け る 子 局 ３ は 、 送 受 信 ア ン テ ナ １ ２ 、 送 受 信 部 １ ３ 、 同 期
検 出 部 １ ４ 、 回 答 制 御 部 １ ５ 及 び 回 答 信 号 生 成 部 １ ６ に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
送 受 信 部 １ ３ は 、 送 受 信 ア ン テ ナ １ ２ を 介 し て 呼 出 信 号 を 受 信 す る と 、 こ の 受 信 信 号 を 増
幅 し て 同 期 検 出 部 １ ４ 及 び 回 答 制 御 部 １ ５ へ 出 力 す る 。 同 期 検 出 部 １ ４ で は 、 受 信 信 号 か
ら 同 期 信 号 の 検 出 を 行 っ て お り 、 こ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 呼 出 信 号 を 送 信 し た 親 局 ２ に
対 し て 自 局 （ 子 局 ） を 同 期 さ せ て い る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-289664 A 2004.10.14



【 ０ ０ ２ ６ 】
回 答 制 御 部 １ ５ は 、 同 期 検 出 部 １ ４ に よ り 検 出 さ れ た 同 期 信 号 に 基 づ い て 受 信 信 号 を 復 調
し 、 復 調 し た 呼 出 信 号 か ら 子 局 ア ド レ ス の 抽 出 を 行 っ て い る 。 抽 出 し た 子 局 ア ド レ ス の 中
に 、 予 め 設 定 さ れ た 自 局 （ 子 局 ） の ア ド レ ス と 一 致 す る も の が 存 在 し 、 か つ 自 局 の 前 順 の
子 局 が 存 在 す る 場 合 に は 、 自 局 の 前 順 の 子 局 が 発 す る 終 了 信 号 が 受 信 さ れ る ま で 待 機 す る
。 一 方 、 一 致 す る も の が 存 在 し な い 場 合 に は 、 親 局 ２ の 呼 び 出 し に 自 局 が 該 当 し な い も の
と し て 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
回 答 制 御 部 １ ５ は 、 前 順 の 子 局 が 存 在 す る 場 合 に 送 受 信 部 １ ３ に お い て 前 順 の 子 局 の 終 了
信 号 が 受 信 さ れ る と 、 回 答 信 号 を 生 成 す る 制 御 を 回 答 信 号 生 成 部 １ ６ に 対 し て 行 う 。 こ こ
で 、 回 答 を 返 信 す る 順 序 が １ 番 目 で あ る 子 局 ３ に つ い て は 、 呼 出 信 号 の 受 信 処 理 後 に 回 答
信 号 の 生 成 が 指 示 さ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 回 答 制 御 部 １ ５ で は 、 呼 出 信 号 に 基 づ い て 算 出 さ れ る 遅 延 時 間 内 に 他 の 子 局 か ら の
終 了 信 号 が 受 信 さ れ な い 場 合 に 、 回 答 信 号 を 生 成 す る 制 御 が 行 わ れ る 。 遅 延 時 間 と は 、 呼
出 信 号 に 含 ま れ る 順 序 デ ー タ か ら 算 出 さ れ 、 回 答 信 号 の 送 信 順 序 か ら 予 測 さ れ る 送 信 開 始
ま で の 時 間 の こ と で あ る 。 つ ま り 、 回 答 制 御 部 １ ５ は 、 呼 出 信 号 の 受 信 時 か ら こ の 遅 延 時
間 内 に 前 順 の 子 局 か ら の 終 了 信 号 が 受 信 さ れ な い 場 合 に 、 遅 延 時 間 の 経 過 後 に 、 回 答 信 号
の 生 成 を 回 答 信 号 生 成 部 １ ６ に 対 し て 指 示 し 、 こ の 指 示 に 基 づ い て 、 回 答 信 号 が 送 信 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
回 答 信 号 生 成 部 １ ６ は 、 回 答 制 御 部 １ ５ の 制 御 に よ り 、 親 局 ２ の 呼 び 出 し に 対 す る 回 答 信
号 の 生 成 を 行 っ て い る 。 こ の 回 答 信 号 は 、 例 え ば 、 自 局 に お い て 検 知 さ れ た デ ー タ な ど か
ら な り 、 自 局 ア ド レ ス 及 び 呼 び 出 し た 親 局 ２ の ア ド レ ス を 含 ん で い る 。 生 成 し た 回 答 信 号
は 、 送 受 信 部 １ ３ に よ り 送 受 信 ア ン テ ナ １ ２ を 介 し て 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ４ は 、 図 １ の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お け る 呼 び 出 し の タ イ ミ ン グ の 一 例 を 示 し た 説 明 図
で あ る 。 親 局 ２ に よ る 呼 び 出 し は 、 複 数 の 子 局 、 例 え ば 、 子 局 ２ １ 及 び ２ ２ に 対 し て 一 斉
に 行 わ れ る 。 親 局 ２ か ら の 呼 出 信 号 ２ ４ を 受 信 す る と 、 こ の 呼 出 信 号 ２ ４ に 含 ま れ る 子 局
ア ド レ ス に 該 当 す る 子 局 ２ １ 及 び ２ ２ が 回 答 信 号 ２ ６ ， ２ ７ を 返 信 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
回 答 信 号 ２ ６ ， ２ ７ の 返 信 は 、 所 定 の 返 信 順 序 で 子 局 ご と に 順 次 に 行 わ れ る 。 返 信 順 序 が
１ 番 目 で あ る 子 局 ２ １ が 、 呼 出 信 号 ２ ４ の 受 信 後 に ブ ラ ン ク 時 間 を お い て 回 答 信 号 ２ ６ を
送 信 す る 。 子 局 ２ ２ は 、 こ の 間 待 機 受 信 し て お り 、 回 答 信 号 ２ ６ に 含 ま れ る 終 了 信 号 ２ ９
を 受 信 し た 子 局 ２ ２ は 、 こ の 終 了 信 号 ２ ９ に 基 づ い て 回 答 信 号 ２ ７ の 送 信 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
親 局 ２ か ら の 次 の 呼 び 出 し も 同 様 に し て 行 わ れ る 。 親 局 ２ の 呼 出 信 号 ２ ５ に 対 し て 、 呼 出
信 号 ２ ５ で 指 定 さ れ た 子 局 ２ ３ が 回 答 信 号 ２ ８ を 返 信 し 、 こ の 回 答 信 号 ２ ８ に 含 ま れ て い
る 終 了 信 号 ３ ０ を 次 の 子 局 が 受 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ こ で は 、 １ 回 目 の 呼 び 出 し に お い て ２ つ の 子 局 ２ １ 及 び ２ ２ を 指 定 し て い る が 、 こ れ に
限 っ た も の で は な く 、 １ つ の 呼 び 出 し で ３ つ の 子 局 を 指 定 す る 、 或 い は 、 １ 回 目 の 呼 び 出
し で １ ０ の 子 局 を 指 定 し 、 ２ 回 目 の 呼 び 出 し で １ つ の 子 局 を 指 定 す る な ど で あ っ て も 良 い
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ５ の ス テ ッ プ Ｓ １ ～ Ｓ ６ は 、 図 ２ の 親 局 に お け る ポ ー リ ン グ 動 作 の 一 例 を 示 し た フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 入 力 部 ４ に お い て 、 呼 び 出 し を 行 う 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ を 指 定 す る デ
ー タ 入 力 が 行 わ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
呼 出 信 号 生 成 部 ７ は 、 こ の 入 力 デ ー タ に 基 づ い て 、 呼 び 出 す 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ を 指 定 し た 呼
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出 信 号 を 生 成 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 、 生 成 さ れ た 呼 出 信 号 は 、 送 受 信 部 ８ に よ り 送 受 信 ア ン
テ ナ ９ を 介 し て 送 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 、 送 受 信 部 ８ に お い て 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ か ら の 回 答 信 号 が 受 信 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ ４
） 、 回 答 処 理 部 １ ０ は 、 こ の 回 答 信 号 に 対 す る デ ー タ 処 理 を 行 う 。 こ の 様 な 子 局 ３ ａ ～ ３
ｃ か ら の 回 答 信 号 の 受 信 が 繰 り 返 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 、 呼 出 信 号 で 指 定 し た 子 局 ３ ａ ～
３ ｃ か ら の 回 答 が 全 て 終 了 す る と 、 次 の 呼 び 出 し が ス テ ッ プ Ｓ １ ～ Ｓ ５ と 同 様 に し て 行 わ
れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ６ の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ～ Ｓ １ ７ は 、 図 ３ の 子 局 に お け る 回 答 動 作 の 一 例 を 示 し た フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 送 受 信 部 １ ３ に お い て 送 受 信 ア ン テ ナ １ ２ を 介 し て 呼 出 信 号 が 受 信
さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 、 こ の 受 信 信 号 か ら 同 期 検 出 部 １ ４ に よ り 同 期 信 号 が 検 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
回 答 制 御 部 １ ５ は 、 検 出 さ れ た 同 期 信 号 に 基 づ い て 受 信 信 号 を 復 調 し 、 復 調 し た 呼 出 信 号
か ら 子 局 ア ド レ ス を 抽 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） 。 そ し て 、 抽 出 し た 子 局 ア ド レ ス と 自 局
ア ド レ ス を 照 合 し 、 自 局 ア ド レ ス が 抽 出 し た 子 局 ア ド レ ス の １ つ と 一 致 す る 場 合 に は 、 自
局 を 親 局 ２ に 同 期 さ せ た 状 態 で 、 自 局 に 対 す る 終 了 信 号 が 受 信 さ れ る ま で 待 機 す る （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ３ ～ Ｓ １ ５ ） 。 一 方 、 一 致 し な い 場 合 に は 、 こ の 回 答 動 作 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 回 答 制 御 部 １ ５ は 、 送 受 信 部 １ ３ で 受 信 す る 他 の 子 局 の 回 答 も 受 信 し て お り 、 子 局
ア ド レ ス を 抽 出 照 合 し 、 前 順 の 子 局 の も の な ら ば 終 了 信 号 を 含 む 回 答 信 号 を 生 成 す る 制 御
を 回 答 信 号 生 成 部 １ ６ に 対 し て 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ） 。 そ し て 、 回 答 信 号 生 成 部 １ ６ は
、 終 了 信 号 に 基 づ い て 回 答 信 号 を 生 成 し 、 送 受 信 部 １ ３ に よ っ て 送 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ
１ ７ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 前 順 の 子 局 の 終 了 信 号 に 基 づ い て 、 回 答 信 号 が 送 信 さ れ る の で 、
回 答 信 号 の デ ー タ 量 が 子 局 ご と に 異 な っ て い て も 、 回 答 送 信 が 子 局 間 で 重 複 す る こ と は な
い 。 従 っ て 、 信 号 伝 送 に 衝 突 が 生 じ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 各 子 局 ３ ａ ～ ３
ｃ に 対 し て 一 斉 に 送 信 さ れ る 呼 出 信 号 に よ っ て 各 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ を 親 局 ２ に 同 期 さ せ て い
る の で 、 終 了 信 号 の 送 受 信 に 要 す る 時 間 は 短 く 、 こ の た め 、 ポ ー リ ン グ に 要 す る 時 間 を 短
縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 ポ ー リ ン グ 中 に お い て 、 何 ら か の 原 因 で 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ か ら の 回 答 信 号 が 得 ら れ な
く て も 、 所 定 の 送 信 時 間 が 経 過 す れ ば 、 次 の 子 局 が 送 信 を 開 始 す る の で 、 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ
か ら の 回 答 の 回 収 が 中 断 し て し ま う の を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に よ る ポ ー リ ン グ シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。 本 実 施 の 形 態 の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム １ ａ は 、 ２ 以 上 の 親 局 ２ ａ ， ２ ｂ を 備 え て お り
、 親 局 ２ ａ ， ２ ｂ ご と に 呼 び 出 し が 行 わ れ る 。 呼 び 出 し は 、 親 局 ２ ａ ， ２ ｂ ご と に 異 な る
通 信 回 線 を 介 し て 行 わ れ 、 親 局 ２ ａ 及 び ２ ｂ 間 の 呼 出 信 号 及 び 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ か ら の 回 答
信 号 が 信 号 伝 送 に お い て 衝 突 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
な お 、 呼 出 信 号 な ど の 衝 突 が 生 じ な い よ う に 親 局 ２ ａ 及 び ２ ｂ 間 に お い て 制 御 を 行 う よ う
に す れ ば 、 同 一 の 通 信 回 線 を 介 し て 呼 び 出 し を 行 っ て も 良 い 。 そ の 他 の 構 成 は 、 図 １ の ポ
ー リ ン グ シ ス テ ム １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ８ は 、 図 ７ の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お け る 呼 び 出 し の タ イ ミ ン グ の 一 例 を 示 し た 説 明 図
で あ る 。 親 局 ２ ａ か ら の 呼 出 信 号 ４ １ に 対 し て 、 子 局 ２ １ が 回 答 信 号 ４ ２ を 送 信 し 、 こ の
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回 答 信 号 ４ ２ に 含 ま れ る 終 了 信 号 ４ ４ に よ っ て 、 子 局 ２ ２ が 回 答 信 号 ４ ３ を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
次 に 、 親 局 ２ ｂ か ら 送 信 さ れ た 呼 出 信 号 ５ １ に 対 し て 、 子 局 ２ ３ が 回 答 信 号 ５ ２ を 送 信 し
、 こ の 回 答 信 号 ５ ２ に 含 め て 終 了 信 号 ５ ３ が 送 信 さ れ る 。 こ の 様 に し て 、 親 局 ２ ａ ， ２ ｂ
ご と に ポ ー リ ン グ が 行 わ れ 、 各 子 局 ３ ａ ～ ３ ｃ に 対 す る 一 斉 呼 び 出 し に 応 じ て 、 親 局 ２ ａ
， ２ ｂ に 回 答 が 順 次 に 返 信 さ れ る 。 本 実 施 の 形 態 に よ っ て も 、 ポ ー リ ン グ に 要 す る 時 間 を
短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ る ポ ー リ ン グ シ ス テ ム 及 び ポ ー リ ン グ 制 御 方 法 に よ れ ば
、 子 局 の 回 答 信 号 の 送 信 ご と に 同 期 を と る 必 要 が な い の で 、 回 答 信 号 が 短 時 間 で 送 信 さ れ
る 。 従 っ て 、 ポ ー リ ン グ 周 期 を 短 縮 す る こ と が で き 、 電 波 資 源 を 有 効 に 活 用 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 子 局 が 他 の 子 局 か ら の 終 了 信 号 に 基 づ い て 回 答 信 号 を 順 に 送 信 す る の で 、 回
答 信 号 の デ ー タ 量 が 子 局 ご と に 異 な る 場 合 で あ っ て も 、 信 号 伝 送 に 衝 突 を 生 じ る こ と は な
い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る ポ ー リ ン グ シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お け る 親 局 の 構 成 例 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お け る 一 子 局 の 構 成 例 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お け る 呼 び 出 し の タ イ ミ ン グ の 一 例 を 示 し た 説 明 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 親 局 に お け る ポ ー リ ン グ 動 作 の 一 例 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ の 子 局 に お け る 回 答 動 作 の 一 例 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に よ る ポ ー リ ン グ シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お け る 呼 び 出 し の タ イ ミ ン グ の 一 例 を 示 し た 説 明 図
で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お け る 呼 び 出 し の タ イ ミ ン グ の 一 例 を 示 し た 説 明 図
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の ポ ー リ ン グ シ ス テ ム に お け る 呼 び 出 し の タ イ ミ ン グ の 一 例 を 示 し た 説 明
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， １ ａ 　 ポ ー リ ン グ シ ス テ ム 、 ２ ， ２ ａ ， ２ ｂ 　 親 局 、
３ ， ３ ａ ～ ３ ｃ 　 子 局 、 ４ 　 入 力 部 、 ５ 　 ア ド レ ス 記 憶 部 、 ６ 　 呼 出 制 御 部 、
７ 　 呼 出 信 号 生 成 部 、 ８ 　 送 受 信 部 、 ９ 　 送 受 信 ア ン テ ナ 、 １ ０ 　 回 答 処 理 部 、
１ ２ 　 送 受 信 ア ン テ ナ 、 １ ３ 　 送 受 信 部 、
１ ４ 　 同 期 検 出 部 、 １ ５ 　 回 答 制 御 部 、 １ ６ 　 回 答 信 号 生 成 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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